
め
ら
れ
、
未
来
社
結
成
の
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
音
楽
の
分
野
で

は
、
後
藤
暢
子
に
よ
る
山
田
耕
作
の
楽
譜
の
綿
密
な
校
訂
作
業
の
中
で
、
留

学
前
後
の
山
田
耕
作
の
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
美
術
の
分

野
で
は
、
桑
原
規
子
が
一
一
九
一
○
年
代
に
お
け
る
恩
地
孝
四
郎
の
一
行

情
」
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
未
来
社
の
活
動
と
胃
映
』
ｌ
」
（
「
鹿
島
美
術
研
究
」

年
報
第
一
六
号
別
冊
一
九
九
九
年
二
月
）
に
お
い
て
、
山
田
耕
作
の
参

『
、
↓
も

川
に
よ
っ
て
「
一
未
来
』
は
単
な
る
詩
歌
を
中
心
と
す
る
文
学
雑
誌
で
は
な

く
、
文
学
と
音
楽
の
相
互
交
流
を
目
指
す
総
合
芸
術
雑
誌
と
し
て
の
性
格
を

備
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
文
学
と
音
楽
の
交
流
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い

る
。

大
服
初
期
の
詩
壇
や
日
本
近
代
に
お
け
る
文
学
と
他
芸
術
、
特
に
音
楽
と

の
結
び
つ
き
を
考
察
す
る
上
で
、
未
来
社
の
活
動
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
小
稿
で
は
先
行
研
究
を
踏
ま
え
未
来
社
の
活
動
を
概
観
し
、
ド
イ
ツ

留
学
直
後
の
山
田
耕
作
の
芸
術
を
、
具
体
的
に
作
品
を
取
り
上
げ
て
見
て
い

き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
小
稿
で
引
用
す
る
文
献
の
傍
線
は
す
べ
て
引
用
者

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

末
末
社
と
山
田
耕
作

ｌ
詩
と
音
楽
の
交
流
Ｉ

は
じ
め
に

未
莱
社
と
山
田
耕
作

大
正
二
年
〔
一
九
一
三
年
〕
の
秋
に
三
木
露
風
を
中
心
と
し
て
結
成
さ
れ

－
Ｉ
〕

た
未
来
社
は
、
ド
イ
ツ
留
学
を
終
え
た
ば
か
り
の
作
曲
家
、
山
田
耕
作
を
同

人
と
し
て
迎
え
、
当
時
の
日
本
の
芸
術
活
動
を
考
え
る
上
で
ユ
ニ
ー
ク
な
存

在
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
研
究
の
対
象
と
な
ら
な
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
未

来
社
の
活
動
は
活
発
で
あ
っ
た
と
も
、
成
功
に
終
わ
っ
た
と
も
言
え
な
い

し
、
今
日
で
は
現
存
す
る
未
来
社
の
雑
誌
「
未
来
」
を
閲
覧
す
る
こ
と
す
ら

困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
研
究
者
の
目
を
惹
か
な
か
っ
た
の

も
致
し
方
な
い
だ
ろ
う
。
未
来
社
に
よ
っ
て
実
現
し
た
詩
と
音
楽
の
交
流
を

明
ら
か
に
す
る
の
が
、
小
稿
の
Ｈ
的
で
あ
る
。

各
芸
術
分
野
に
お
い
て
な
さ
れ
た
未
来
社
に
つ
い
て
の
貴
重
な
研
究
と
し

て
、
文
学
の
方
面
で
は
、
安
部
術
之
介
『
三
木
露
風
研
究
』
（
木
犀
書
房

一
九
六
四
年
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
未
束
社
同
人
の
服
部
嘉
香
に
よ
る

「
三
木
露
風
氏
と
の
交
友
Ｉ
大
正
二
三
年
ご
ろ
の
ｌ
」
と
い
う
回
顧
録
が
収

荻
野

純

哉
一
一
一



畢
者
と
音
楽
者
と
の
な
つ
か
し
い
懇
親
の
曾
合
に
す
る
つ
も
り
で
あ

大
井
は
書
物
を
拠
り
出
し
て
、
又
両
手
を
懐
へ
突
こ
み
な
が
ら
、
貧

乏
揺
り
を
し
始
め
た
が
、
そ
の
内
に
俊
助
が
外
套
へ
手
を
通
し
出
す

と
、
急
に
恩
ひ
出
し
た
や
う
な
調
子
で
、

「
お
い
、
君
は
「
城
』
同
人
の
音
楽
会
の
切
符
を
売
り
つ
け
ら
れ
た

か
。
」
と
真
顔
に
な
っ
て
問
ひ
か
け
た
。

『
城
』
と
言
ふ
の
は
、
四
五
人
の
文
科
の
学
生
が
「
芸
術
の
為
の
芸

術
」
を
標
榛
し
て
、
此
頃
発
行
し
始
め
た
同
人
雑
誌
の
名
前
で
あ
る
。

そ
の
連
中
の
主
催
す
る
音
楽
会
が
近
々
築
地
の
精
養
軒
で
開
か
れ
る
と

云
ふ
事
は
、
法
文
科
の
掲
示
場
に
貼
っ
て
あ
る
広
告
で
、
俊
助
も
兼
ね

兼
ね
承
知
し
て
ゐ
た
。
（
中
略
）

一
週
間
の
後
、
俊
助
は
築
地
の
精
養
軒
で
催
さ
れ
る
『
城
』
同
人
の

音
楽
会
へ
行
っ
た
。
音
楽
会
は
準
備
が
整
は
な
い
と
か
云
ふ
事
で
、
や

が
て
定
刻
の
午
後
六
時
が
迫
っ
て
来
て
も
、
容
易
に
開
か
れ
る
気
色
は

な
か
っ
た
。
（
中
略
）

金
扉
風
を
立
て
廻
し
た
演
壇
へ
は
、
ま
づ
フ
ロ
ッ
ク
を
着
た
中
年
の

紳
士
が
現
れ
て
、
額
に
垂
れ
か
か
る
髪
を
か
き
上
げ
な
が
ら
、
撫
で
る

末
末
社
に
つ
い
て

こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
「
城
」
と
い
う
の
は
未
来
社
の
こ
と
で
あ
り
、

「
そ
の
迎
中
の
主
催
す
る
音
楽
会
」
と
は
未
来
社
が
主
催
し
、
大
正
三
年

〔
一
九
一
四
年
〕
二
月
二
一
日
に
築
地
の
精
養
軒
で
催
さ
れ
た
「
山
田
ア
ー

３
－

ベ
ン
ト
」
の
｝
」
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
フ
ロ
ッ
ク
を
着
た
中
年
の
紳
士
」
と

は
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
ば
か
り
の
山
田
耕
作
の
描
写
で
あ
る
。
山
田
耕
作

は
滝
廉
太
郎
亡
き
後
、
明
治
末
か
ら
大
正
へ
か
け
て
国
際
的
な
活
動
力
を
も

っ
て
い
た
唯
一
と
も
い
う
べ
き
日
本
人
作
曲
家
で
あ
り
、
大
正
三
年
に
ド
イ

ツ
か
ら
帰
国
し
た
山
田
を
い
ち
早
く
同
人
に
迎
え
入
れ
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
主

催
し
、
曲
譜
を
雑
誌
に
掲
載
し
た
未
来
社
の
活
動
は
非
常
に
重
要
な
事
項
と

し
て
記
憶
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
人
で
あ
っ
た
柳
津
健
は
「
未
来
」
創
刊

号
（
大
正
三
年
二
月
）
に
お
い
て
こ
の
「
山
川
ア
ー
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

る
。
か
う
い
ふ
曾
合
は
、
富
然
今
ま
で
に
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
も

奥
の
で
あ
る
。

大
正
八
年
〔
一
九
一
九
年
〕
に
芥
川
龍
之
介
が
発
表
し
た
、
自
身
の
学
生

ク
ニ

時
代
の
経
験
を
も
と
に
し
た
小
説
「
路
上
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
く
だ
り
が

あ
る
。

自
分
達
は
、
こ
の
一
山
田
ア
ー
ベ
ン
ト
』
を
、
一
方
に
於
て
は
、
文

山
田
氏
の
音
築
は
、
日
本
の
楽
壇
が
生
む
だ
最
初
の
オ
リ
ヂ
ナ
リ
テ

ィ
で
あ
る
。
世
界
の
中
心
に
飛
び
出
し
た
最
初
の
日
本
音
築
で
あ
る
。

洋
楽
の
全
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
日
本
人
の
血
の
な
か
に
浸
し
た
世
界
的
の
日

本
音
楽
で
あ
る
。
（
中
略
）

や
う
に
柔
し
く
シ
ユ
ウ
マ
ン
を
唱
つ
た
。

u』‘



随
一
一
寮
孟
曇
廃
の
試
多
．
十
●
立
雰
欺
腫
率
毛
わ
師
・
虹
ぢ
て
一
コ

ン
、
ｎ
Ｉ
・
参
ぞ
。

周
背
挺
磐
製
祁
千
氏
の
作
塑
略
陸
守
詮
と
つ
ぐ
雌
牛
か
ら
出

陳
眼
雅
込
毎
で
す
い

文
学
と
音
楽
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
日
本
文
学
研
究
の
側
か
ら
見
て
も
そ
れ

ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
こ
で
柳
潔
た
ち
未
来
社
同
人
が
目
指
し

て
い
た
活
動
内
容
は
、
あ
ま
り
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
こ
れ
ま
で
は
小

学
唱
歌
や
童
謡
、
中
原
中
也
と
「
ス
ル
ヤ
」
以
降
の
事
象
な
ど
が
主
に
研
究

の
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
大
正
中
期
以
降
の
童
謡
の
隆
盛
以
前

に
、
そ
れ
と
は
全
く
別
の
傾
向
を
も
つ
文
学
と
音
楽
の
結
び
つ
き
が
起
こ
っ

て
い
た
こ
と
を
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

「
未
来
」
創
刊
号
の
「
題
言
」
に
は
、
未
来
社
の
芸
術
の
意
義
が
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

醐
閥
勺
巡
、
廿
愛
胴
、
心
幽
陰
膳
Ｉ
認
ゆ
き
畢
邸
上
ず
釦

劇
評
超
ぱ
瞳
つ
で
錆
淑
Ｌ
生
寸
⑰
，

憲
一
鑑
山
田
ァ
ｉ
ベ

皿
印
築
地
精
・
義
軒
地
叩
胃
過
ペ
ー
ァ
ｊ
緋
豚
蓄
２
’
蕊
ご
鋤
鳥
：
烏

■

鐙
恨
上
ゆ
で
、
訣
夷
険
己
梼
箕
つ
く
。
ケ
証
訴
恥
で
劫
こ
望

画
か
ぼ
く
麺
造
営
羅
中
で
む
ゎ
赤
山
臼
井
裾
輔
書
藻
鰹
寡
兵

挫
勇
銭
塞
舎
・
虜
劉
ざ
】
・
ひ
蚤
亡
士
岳

翻
山
翼
ア
ー
ベ
ン
予
吠
鳥
の
鋒
葛
蕊
鍾
具
惹
辱
謹
責
合
で
す
Ｕ
《
。

・
圃
屋
・
画
瀧
挙
Ｌ
－
Ｌ
項
く
も
毎
は
ｐ
兵
の
捧
富
渓
・
牽
霊
分
で
秒
竜
・
帳

皿
皿
二
月
廿
一
日
夕
六
時
圃
鹿
‐
か
豊
暴
農
画
景
隻
を
冒
魚
蒜
含
ぢ
ふ
、
零

ｒ
ｖ

●

未
来
社
と
山
田
耕
作

厚

詩

ｊ
’
１
１
１
■
’

脂
り
い
へ
』
Ｊ
』
紬
蛙
》

匡
守
４
ｔ
画
且
。

時
は
清
新
風
の
詩
を
興
さ
ね
ば
な
ら
な
い
時
期
で
、
旧
時
代
と
別
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
で
私
は
未
来
社
を
設
け
、
よ
き
詩
人
、
よ
き
作
曲

胃
６
》

家
等
を
私
．
目
．
身
が
詮
衝
し
て
メ
ン
バ
ー
と
し
た
。

｢山田アーベント」広告（｢未来」創刊号）

こ
れ
を
読
む
限
り
、
当
時
い
く
つ
も
の
結
社
・
派
閥
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ

う
に
自
然
主
義
へ
の
反
動
を
き
っ
か
け
と
し
て
未
莱
社
も
結
成
さ
れ
た
と
理

解
で
き
る
。
未
来
社
の
同
人
で
あ
っ
た
山
富
允
は
、
当
時
の
状
況
を
振
り
返

り
、
自
然
主
義
が
依
然
と
し
て
強
力
な
勢
力
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
な
が

ら
、
一
方
で
白
樺
派
や
演
劇
連
動
の
台
頭
に
よ
っ
て
詩
が
特
に
不
振
な
時
代

吉
⑨
〕

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

主
宰
者
の
三
木
露
風
自
身
は
、

年
四
回
刊
行
「
未
束
」
は
在
束
の
自
然
主
義
が
我
等
を
却
っ
て
或
狭

き
限
定
内
に
置
き
、
我
等
の
精
神
が
自
由
且
自
然
に
向
は
ん
と
す
る
方

糾
を
遮
り
た
る
に
反
し
、
此
極
捨
中
よ
り
吾
人
の
精
神
を
取
返
し
吾
人

の
思
考
吾
人
の
生
活
を
し
て
更
に
増
大
せ
し
め
ん
と
す
る
Ｈ
的
を
有

す
。
即
ち
吾
人
が
平
俗
の
生
活
中
日
々
に
失
い
っ
、
あ
る
貴
重
の
物
を

し
て
護
達
せ
し
め
、
念
々
の
渇
望
を
飛
翻
せ
し
め
、
吾
人
の
生
を
し
て

無
限
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
あ
り
。
吾
人
の
篤
さ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は

す
べ
て
の
更
新
に
あ
り
。
吾
人
の
蕊
術
は
虐
げ
ら
れ
し
蕊
術
の
意
義
を

最
も
よ
く
闘
明
し
、
謙
虚
に
、
熱
烈
に
、
叡
智
的
に
、
所
信
を
遂
行
す

べ
し
。
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と
回
顧
し
て
い
る
。
自
分
を
中
心
と
し
た
同
人
た
ち
が
新
た
な
詩
の
世
界
へ

踏
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
露
風
は
こ
こ

で
「
旧
時
代
と
別
れ
」
る
た
め
に
詩
人
だ
け
で
は
な
く
音
楽
家
た
ち
も
同
人

に
加
え
る
こ
と
で
、
新
た
な
芸
術
活
動
を
開
始
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を

語
っ
て
い
る
。
「
作
曲
家
等
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
山
田
耕
作
の
他
に
も
、

斎
藤
佳
三
と
い
う
東
京
音
楽
学
校
出
身
で
大
正
元
年
〔
一
九
一
二
年
〕
か
ら

房
Ｊ
》

ド
イ
ッ
ヘ
留
学
し
た
音
楽
家
が
同
人
に
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
。

音
築
家
の
山
田
緋
作
君
は
、
猫
逸
伯
林
の
高
等
音
楽
学
校
に
在
畢

中
、
主
と
し
て
私
の
詩
に
作
曲
し
た
。
後
、
蹄
朝
し
て
か
ら
私
の
詩
に

作
曲
し
た
作
品
を
合
は
せ
て
『
露
風
の
巻
』
を
出
版
し
た
。
そ
れ
は
、

詩
と
音
楽
と
の
融
合
を
来
た
す
上
に
力
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

其
の
『
未
来
』
第
一
輯
に
は
、
私
の
詩
『
す
、
り
泣
く
と
き
』
に
山

一
８
－

田
耕
作
君
が
作
曲
し
た
譜
を
も
入
れ
て
あ
る
。

未
莱
社
と
山
田
耕
作

「
詩
歌
が
、
其
他
の
蕊
術
、
即
、
桧
謹
や
彫
刻
や
音
楽
な
ど
と
共
に
鑑
賞
せ

ら
る
、
時
機
が
来
て
こ
そ
、
『
詩
は
新
し
い
創
造
な
り
一
と
は
云
ふ
べ
き
で

あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

未
束
社
結
成
の
大
き
な
目
的
は
詩
の
復
興
、
山
宮
の
言
葉
に
よ
れ
ば
「
象

（
９
）

徴
謹
術
の
愛
好
者
」
た
ち
に
よ
る
詩
の
復
興
で
あ
り
、
さ
ら
に
文
学
の
領
域

に
留
ま
ら
な
い
「
旧
時
代
と
別
れ
」
る
た
め
の
芸
術
を
創
造
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
音
楽
と
の
連
携
が
模
索
さ
れ
た
と
言
え
る
。

雑
誌
「
未
来
」
は
大
別
し
て
大
正
三
年
（
二
月
及
び
六
月
）
、
大
正
四
年

〔
一
九
一
五
年
〕
（
一
川
及
び
二
月
）
、
そ
し
て
大
正
六
年
〔
一
九
一
七
年
〕

（
一
月
～
九
月
及
び
一
一
Ⅱ
）
の
三
期
に
分
か
れ
て
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ

る
。
掲
載
さ
れ
た
内
容
は
詩
と
評
論
が
中
心
で
あ
る
。

詩
の
方
は
、
三
木
露
風
、
川
路
柳
虹
、
柳
津
健
、
西
条
八
十
や
明
治
三
○

年
生
ま
れ
で
二
六
歳
で
天
折
し
た
詩
人
、
北
村
初
雄
の
作
品
な
ど
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
第
一
年
か
ら
第
二
年
の
「
未
来
」
に
掲
載
さ
れ
た
露
風
の
作
品

は
『
白
き
手
の
猟
人
』
（
東
雲
堂
書
店
大
正
二
年
九
月
）
の
後
に
来
る

『
幻
の
田
園
』
（
東
雲
堂
書
店
大
正
四
年
七
月
）
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
作
品
群
で
あ
り
、
宗
教
詩
に
傾
倒
す
る
直
前
ま
で
の
作
品
で
あ
る
。
川
路

や
柳
津
が
寄
せ
た
作
品
は
「
未
来
叢
書
」
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
『
か
な
た
の
空
』
（
東
雲
堂
書
店
大
正
三
年
五
月
）
、
一
果
樹
園
』
（
東

雲
堂
書
店
大
正
三
年
一
二
月
）
と
い
う
詩
集
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

二
雑
誌
「
末
末
」
に
つ
い
て

七

露
風
自
身
の
回
顧
録
で
あ
る
こ
の
『
我
が
歩
め
る
道
』
に
は
、
誇
張
を
含

ん
で
記
述
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
、
全
て
を
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
で
露
風
が
述
べ
て
い
る
内
容
は
ほ
ぼ
事
実
で
あ
る
。

「
未
来
」
創
刊
号
に
は
歌
曲
「
す
、
り
泣
く
と
き
」
の
山
田
耕
作
の
手
書
き

に
よ
る
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
年
六
月
の
第
二
輯
で
は
同
じ

く
山
田
の
手
書
き
に
よ
る
「
、
。
、
言
三
）
．
凶
」
（
ポ
エ
ム
第
三
番
）
と
い
う
興

味
深
い
ジ
ャ
ン
ル
の
ピ
ア
ノ
曲
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
露
風
は
、
「
詩
歌
の
鑑
賞
」
（
「
未
来
」
大
正
三
年
六
月
）
の
中
で



手
鯛
り
の
荒
い
詩
で
あ
る
、
夫
れ
が
素
朴
と
云
ひ
単
純
と
い
ふ
い
、
意
味
か

ら
で
は
な
い
、
詩
と
し
て
の
滋
味
に
希
薄
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
夫
れ
を
更

に
極
限
す
る
と
北
原
氏
の
詩
人
と
し
て
の
洞
察
が
湊
ひ
と
い
ふ
事
に
蒜
せ
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
厳
し
く
評
し
て
い
る
。
ま
た
、
犀
星
や
朔
太
郎
に
つ

い
て
は
「
み
ん
な
や
く
ざ
な
詩
で
あ
る
。
み
ん
な
瓦
で
あ
る
。
霊
を
失
っ
た

詩
で
あ
る
」
と
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

萩
原
朔
太
郎
の
「
三
木
露
風
一
派
の
詩
を
放
追
せ
よ
」
に
始
ま
る
と
理
解

さ
れ
て
い
た
白
秋
側
と
露
風
側
の
論
争
が
、
実
は
露
風
側
の
評
論
家
、
柳
津

健
の
「
戟
近
の
詩
壇
を
論
ず
」
（
「
文
章
世
界
」
大
正
四
年
七
月
）
に
対
す
る

朔
太
郎
の
反
駁
で
あ
っ
た
こ
と
は
黄
珍
「
三
木
露
風
と
萩
原
朔
太
郎
ｌ

『
三
木
露
風
一
派
を
放
追
せ
よ
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
国
文
学
解
釈
と
鑑

賞
」
二
○
○
三
年
一
一
月
）
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
戟
近

の
詩
壇
を
論
ず
」
よ
り
一
年
半
前
に
は
服
部
嘉
香
、
半
年
前
に
は
川
路
柳
虹

ら
に
よ
っ
て
既
に
「
未
来
」
上
で
白
秋
側
へ
の
攻
撃
が
開
始
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
朔
太
郎
の
「
露
風
氏
を
中
心
と
す
る
象

徴
詩
派
の
詩
人
た
ち
は
、
単
に
僕
ば
か
り
で
な
く
、
白
秋
氏
を
正
面
の
敵
と

し
て
磯
ん
に
攻
喋
し
た
」
（
「
詩
壇
に
出
た
頃
」
「
Ｈ
本
詩
」
昭
和
九
年
一
○

月
、
傍
線
引
用
者
）
と
い
う
言
葉
に
は
、
柳
瀧
の
論
の
み
な
ら
ず
、
服
部
や

川
路
に
よ
る
批
判
も
含
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
ま
で
未
来
社
と
雑
誌
「
未
来
」
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
て
き
た
が
、

三
ド
イ
ツ
留
学
後
の
山
田
耕
作
に
つ
い
て

八

る
。
大
正
六
年
の
「
未
来
」
に
お
い
て
露
風
の
詩
は
信
仰
告
白
の
趣
を
見
せ

る
。
ま
た
、
北
村
初
雄
の
初
期
の
詩
篇
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
露
風

門
下
の
若
い
詩
人
の
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

評
論
の
方
は
、
主
に
山
宮
允
、
柳
津
健
、
服
部
嘉
香
ら
に
よ
っ
て
執
筆
さ

れ
て
い
る
。
大
正
末
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
ウ
イ
ア
リ
ム
・
ブ
レ
イ
ク
の
研

究
書
を
世
に
送
り
出
し
、
日
本
で
指
折
り
の
ブ
レ
イ
ク
研
究
者
で
あ
っ
た
山

宮
は
、
「
未
来
」
創
刊
号
に
お
い
て
す
で
に
イ
ェ
ー
ッ
に
よ
る
ブ
レ
イ
ク
論

を
「
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク
と
想
像
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
よ
っ
て
訳
出

し
て
い
る
。
ブ
レ
イ
ク
の
移
入
が
本
格
的
に
な
さ
れ
た
大
正
三
年
四
月
の

「
白
樺
」
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
る
。

服
部
の
評
論
は
主
に
詩
に
お
け
る
リ
ズ
ム
や
音
楽
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の

で
、
後
の
萩
原
朔
太
郎
「
三
木
露
風
一
派
の
詩
を
放
追
せ
よ
」
（
「
文
章
世

界
」
大
正
六
年
五
月
）
を
大
き
な
き
っ
か
け
と
す
る
白
秋
側
と
露
風
側
の
詩

一
Ⅲ
』

作
を
め
ぐ
る
論
争
の
最
も
初
期
の
文
献
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

服
部
は
「
リ
ヅ
ム
論
」
（
「
未
来
」
創
刊
号
）
の
中
で
北
原
白
秋
に
言
及
し
、

白
秋
の
詩
は
弓
詩
の
リ
ヅ
ム
』
は
勿
論
な
い
が
、
さ
り
と
て
又
『
音
楽
の

リ
ヅ
ム
』
で
も
な
く
、
一
種
の
「
音
楽
の
調
子
」
と
い
っ
た
よ
う
な
、
メ
ロ

デ
ィ
ア
ス
な
文
字
の
織
物
が
あ
る
。
是
等
は
皆
音
楽
葛
能
、
音
楽
至
上
、
音

楽
中
毒
の
詩
で
あ
る
」
と
批
判
を
展
開
し
て
い
る
。

川
路
柳
虹
は
大
正
四
年
二
月
号
の
「
未
来
」
に
「
詩
歌
月
評
」
と
い
う
評

論
を
発
表
し
、
北
原
白
秋
、
室
生
犀
星
、
萩
原
朔
太
郎
を
攻
撃
し
て
い
る
。

『
も
『
宅

白
秋
に
関
し
て
は
「
地
上
順
鵡
」
の
「
地
雷
四
爆
溌
」
を
取
り
上
げ
て
、
「
こ

う
い
ふ
詩
は
今
の
所
北
原
氏
一
人
の
漣
場
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
ど
う
も



リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
ワ
グ
ナ
ー
は
明
治
の
音
楽
関
係
者
だ
け
で
は
な
く
、
文
学

者
た
ち
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
作
曲
家
で
あ
り
、
山
田
も
同
時
代
の

知
識
人
と
同
じ
く
ワ
グ
ナ
ー
の
音
楽
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
こ
の
評
論
か
ら
わ
か
る
も
う
一
つ
の
重
要
な
こ
と
は
、
当
時
の
彼
が
音

楽
そ
の
も
の
の
表
現
力
に
懐
疑
的
で
あ
り
、
他
芸
術
の
領
域
に
ま
で
踏
み
込

ん
で
創
作
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
楽
劇
の
台
本
を
自
ら
執
筆
し
、
自
作
上
演
の
た
め
の
専
用
劇
場
（
バ

イ
ロ
イ
ト
祝
祭
劇
場
）
ま
で
建
て
た
ワ
グ
ナ
ー
は
先
の
山
田
自
身
の
言
葉
を

借
り
れ
ば
、
「
音
楽
そ
の
も
の
だ
け
で
は
完
全
に
表
現
し
蓋
せ
ぬ
も
の
」
を

可
視
化
し
て
世
の
中
へ
送
り
出
し
た
芸
術
家
の
一
人
だ
っ
た
。

山
田
は
「
詩
と
音
楽
」
に
発
表
し
た
い
く
つ
か
の
評
論
に
お
い
て
、
そ
の

ワ
グ
ナ
ー
に
影
響
を
受
け
て
他
芸
術
と
の
交
流
を
実
践
し
て
い
た
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
や
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ワ
グ
ナ
ー
を
含
め
こ
れ
ら
の
作
曲
家
の
実
践
は
一
綜
合
塗
術
」
で
は
あ

〔
腔
一

っ
て
も
「
融
今
ロ
謹
術
」
の
段
階
に
は
達
し
て
い
な
い
と
述
べ
、
あ
る
作
曲
家

へ
の
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。

私
は
、
音
築
そ
の
も
の
だ
け
で
は
完
全
に
表
現
し
蓋
せ
ぬ
も
の
が
あ

未
来
社
と
山
田
耕
作

こ
こ
か
ら
は
山
田
耕
作
が
ど
の
よ
う
に
そ
の
場
に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
考

察
し
て
み
る
。
現
在
で
は
童
謡
の
作
曲
家
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
山
田

で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
留
学
（
明
治
四
三
年
〔
一
九
一
○
年
〕
二
月
～
大
正
二

年
一
二
月
）
直
後
の
彼
の
創
作
及
び
創
作
に
関
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
時
期
の
彼
の
芸
術
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、

日
本
の
近
代
音
楽
史
の
み
な
ら
ず
、
大
正
初
期
の
日
本
の
芸
術
を
考
え
る
上

で
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
時
期
の
彼
の
音
楽
は
、
白
秋
と

出
会
い
数
多
く
の
童
謡
を
創
作
し
、
雑
誌
「
詩
と
音
楽
」
（
Ａ
Ｒ
Ｓ
大
正

一
一
年
九
月
～
一
二
年
一
○
月
）
で
数
々
の
評
論
を
展
開
し
て
い
た
大
正
後

期
の
も
の
と
は
全
く
異
質
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

三
木
露
風
の
『
我
が
歩
め
る
道
』
と
同
じ
よ
う
に
、
山
田
耕
作
に
も
『
若

き
日
の
狂
詩
曲
』
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
一
九
五
一
年
）
と
い
う
自
伝

が
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
記
憶
違
い
や
誇
張
が
含
ま
れ
て
お
り
正
確
な
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
素
枇
に
は
参
考
に
で
き
な
い
。
当
時
の

山
田
の
創
作
の
軌
跡
は
、
作
曲
さ
れ
た
作
品
そ
の
も
の
と
大
正
中
期
以
降
に

書
か
れ
た
評
論
に
よ
っ
て
た
ど
る
の
が
最
も
正
確
で
あ
ろ
う
。

一
側
》

露
風
や
柳
津
の
音
楽
に
対
す
る
関
心
、
山
宮
の
「
同
人
は
皆
当
年
の
自
然

主
義
的
風
潮
に
儲
ら
な
い
象
徴
芸
術
の
愛
好
者
で
あ
り
、
詩
と
音
楽
と
に
等

一
吃
）

し
く
熱
愛
を
抱
く
。
。
［
角
『
⑦
で
あ
っ
た
」
と
い
う
文
学
の
側
か
ら
他
芸
術
に

接
近
し
て
い
く
傾
向
と
同
様
に
、
音
楽
を
代
表
す
る
山
田
耕
作
の
側
か
ら
も

他
芸
術
に
近
づ
い
て
い
く
動
き
が
あ
っ
た
。

猫
逸
か
ら
の
錦
路
、
モ
ス
コ
ー
雲
術
座
の
一
室
で
初
め
て
接
し
た
ス

る
の
で
は
な
い
か
と
考
へ
る
や
う
に
な
っ
た
。
私
が
ヴ
ア
グ
ナ
ー
に
慣

れ
、
将
来
楽
劇
作
者
た
ら
ん
と
志
し
初
め
た
の
も
そ
の
頃
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
故
、
私
は
猫
逸
留
畢
の
初
期
に
は
、
非
常
な
熱
と
愛
と
を
も

一
画
一

っ
て
ヴ
ア
グ
ナ
ー
の
作
ロ
叩
を
研
究
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

九



ク
リ
ア
ー
ビ
ン
の
作
品
に
感
激
の
涙
を
流
し
て
以
来
は
、
彼
の
啓
示
し

た
音
楽
の
蕊
境
、
法
悦
境
を
目
ざ
し
て
貧
し
い
自
分
の
歩
み
を
縦
け
る

勇
気
を
輿
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
現
在
の
自
分
は
ス

ク
リ
ア
ー
ビ
ン
を
除
く
従
来
の
如
何
な
る
作
曲
家
に
も
浦
足
す
る
こ
と

《
腸
』

が
出
来
な
い
。

の
み
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
。
山
田
は
大
正
三
年
四
月
か
ら
五
月
に
か

け
て
七
曲
の
ポ
エ
ム
を
作
曲
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
第
三
番
が
同
年
六
月

の
「
未
来
」
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
第
三
番
の
末
尾
に
は
、
明
ら
か
に

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
「
神
秘
和
音
」
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ

る
。
「
神
秘
和
音
」
と
は
、
簡
潔
に
言
う
と
、
あ
る
音
の
高
次
元
の
倍
音

（
あ
る
音
の
整
数
倍
の
振
動
数
を
持
つ
音
）
を
取
り
出
し
て
配
置
し
た
独
特

の
和
音
で
あ
り
、
第
三
番
の
ポ
エ
ム
末
尾
で
は
二
度
、
こ
の
和
音
が
使
用
き

れ
て
い
る
。

ま
た
、
調
性
か
ら
の
離
脱
が
特
に
際
立
っ
た
第
一
番
の
ポ
エ
ム
に
お
い
て

は
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
「
翼
の
詩
曲
」
（
作
品
五
一
の
三
、
一
九
○
六

年
）
の
曲
想
と
の
共
通
点
が
見
出
さ
れ
る
。
第
一
番
の
ポ
エ
ム
で
は
冒
頭
か

ら
末
尾
ま
で
曲
を
通
し
て
何
度
か
三
二
分
音
符
に
よ
る
下
降
形
の
分
散
和
音

が
現
れ
、
不
協
和
音
を
構
成
し
て
い
る
。
後
に
柳
誉
の
記
述
に
見
る
よ
う

に
、
山
田
は
こ
の
テ
ー
マ
を
舞
踊
の
中
の
男
女
に
つ
い
て
の
動
機
と
し
て
位

置
付
け
て
お
り
、
最
終
曲
の
第
七
番
で
も
同
じ
テ
ー
マ
が
扱
わ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
ポ
エ
ム
の
連
作
を
統
一
す
る
重
要
な
動
機
と
し
て
考
え
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
ス
ク
リ
ャ
ー
ピ
ン
の
「
翼
の
詩
曲
」
は
下
降
す
る
三
二
分

音
符
の
連
続
が
不
協
和
音
を
構
成
し
、
そ
の
連
続
す
る
和
音
が
ま
さ
に
翼
が

風
に
の
っ
て
い
く
様
を
表
現
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
「
翼
の
詩
曲
」
に
取

り
入
れ
ら
れ
て
い
る
、
飛
翻
す
る
翼
を
吹
き
上
げ
る
か
の
よ
う
な
左
手
の
素

早
い
上
昇
形
ア
ル
ペ
ジ
オ
も
、
山
田
の
ポ
エ
ム
に
見
ら
れ
る
。

第
二
に
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
「
ブ
ロ
メ
テ
ー
火
の
詩
」
（
一
九
○
九

～
一
九
一
○
年
）
と
い
う
交
響
曲
（
第
五
番
）
を
書
い
て
い
る
。
交
韓
曲
と

二

○

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
（
一
八
七
二
～
一
九
一
五
年
）
は

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
今
日
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
作
曲
家
の
た
ぐ

い
に
属
す
る
だ
ろ
う
。
山
田
は
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
死
後
、
二
曲
か
ら
な
る

「
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
に
棒
ぐ
る
曲
」
（
大
正
六
年
三
月
、
四
月
）
を
作
曲
す
る

ほ
ど
、
彼
を
敬
愛
し
て
い
た
。

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
影
響
の
も
と
に
出
発
し
た
作
曲
家
で

あ
る
が
、
一
九
○
○
年
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
徐
々
に
独
自
の
和
音
に
よ
る
前
衛

的
な
作
品
し
か
書
か
な
く
な
っ
た
。
「
神
秘
和
音
」
と
呼
ば
れ
た
独
自
の
和

音
を
多
用
し
て
、
二
○
世
紀
初
頭
に
調
性
音
楽
か
ら
離
脱
し
た
個
性
的
な
作

曲
家
の
一
人
で
あ
っ
た
。
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
創
作
に
つ
い
て
、
山
田
と
の

繋
が
り
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
次
の
二
つ
に
ま
と
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
に
、
山
田
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
た
新
ジ
ャ
ン
ル
の
創
造
で
あ
る
。

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
ピ
ア
ノ
音
楽
の
歴
史
に
お
い
て
ポ
エ
ム
（
詩
曲
）
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
を
初
め
て
開
拓
し
た
。
彼
は
一
九
○
二
年
頃
か
ら
ロ
シ
ア
象
徴

主
義
の
詩
人
た
ち
と
交
流
し
、
ポ
エ
ム
と
呼
ば
れ
る
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ピ
ー

』
班
』

ス
（
性
格
的
小
品
）
」
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
は
後
に
、
山
川
に



未
来
社
と
山
田
耕
作

ド
イ
ツ
留
学
帰
国
直
後
の
作
品
で
あ
る
七
曲
の
ポ
エ
ム
に
は
、
ス
ク
リ
ャ

ー
ビ
ン
か
ら
の
直
接
の
影
響
が
う
か
が
え
る
が
、
ま
た
、
当
時
山
田
が
強
く

意
識
し
て
い
た
他
芸
術
と
の
交
流
を
実
践
す
る
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
七
曲

の
ポ
エ
ム
は
舞
踊
と
の
融
合
芸
術
を
念
頭
に
お
い
て
書
か
れ
、
大
正
四
年
秋

に
舞
踊
家
石
井
漠
と
州
会
っ
て
以
降
、
山
田
は
こ
の
ポ
エ
ム
を
「
舞
踊
詩
」

《
Ⅳ
》

と
い
う
造
語
で
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。

音
楽
と
舞
踊
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
山
田
自
身
は
「
音
と
運
動

と
、
そ
れ
に
呼
吸
、
即
ち
生
命
を
輿
へ
る
リ
ヅ
ム
と
を
完
全
に
溶
合
さ
し

て
、
此
処
に
最
も
力
あ
る
、
最
も
自
然
な
、
そ
し
て
私
共
に
最
も
親
し
み
の

深
い
雲
術
を
生
み
出
し
た
い
」
、
「
リ
ヅ
ム
は
最
初
の
も
の
、
そ
し
て
今
も
な

《
旧
》

ほ
私
共
と
共
に
居
っ
て
、
ま
た
永
久
に
流
れ
行
く
も
の
で
あ
る
」
と
論
じ
て

い
る
。
お
そ
ら
く
山
田
は
、
音
と
運
動
に
は
リ
ズ
ム
と
い
う
共
通
の
源
泉
が

あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
音
と
運
動
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
必
然
で
あ

る
、
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

柳
漂
健
は
「
タ
ン
ゴ
踊
、
其
他
」
（
「
未
来
」
大
正
三
年
六
月
）
で
、
大
正

三
年
の
五
月
頃
に
山
田
耕
作
の
も
と
へ
ポ
エ
ム
を
聴
き
に
行
っ
た
こ
と
を
語

っ
て
い
る
。

山
田
さ
ん
か
ら
、
一
ポ
エ
ー
ム
」
を
弾
い
た
り
、
シ
ュ
ー
マ
ン
を
唱

っ
た
り
す
る
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
い
と
い
ふ
お
手
紙
を
貰
っ
た
。
自
分
は

四
山
田
耕
作
の
一
ポ
エ
ム
一

一
一
一

呼
ば
れ
て
い
る
が
実
際
は
複
数
の
楽
章
を
持
た
ず
、
単
一
楽
章
形
式
で
書
か

れ
、
和
声
機
能
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
前
衛
的
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
作

品
が
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
楽
器
の
構
成
で
あ
る
。
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
は
こ

の
作
品
を
演
奏
す
る
に
あ
た
っ
て
、
通
常
の
ピ
ア
ノ
に
加
え
「
色
光
ピ
ア

ノ
」
（
色
光
オ
ル
ガ
ン
）
と
い
う
楽
器
を
用
い
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
こ

れ
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
レ
ミ
ン
ト
ン
と
い
う
発
明
家
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
た
ピ

ア
ノ
で
、
あ
る
特
定
の
鍵
盤
を
押
す
と
そ
れ
に
応
じ
て
大
き
な
箱
の
穴
か
ら

特
定
の
色
彩
が
放
射
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ

ン
は
晩
年
に
、
さ
ら
に
新
し
い
作
品
の
櫛
想
を
練
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
未
完

に
終
っ
た
作
品
で
あ
る
が
「
神
秘
劇
」
と
呼
ば
れ
、
音
楽
、
詩
、
劇
、
舞

踏
、
色
彩
、
香
が
祭
典
を
構
成
す
る
か
の
よ
う
に
、
ド
ー
ム
の
も
と
で
一
体

と
な
る
壮
大
な
芸
術
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
試
み
は
、
ワ
グ
ナ
ー
の
音
楽
、
劇
、
美
術

が
舞
台
の
上
で
一
体
と
な
る
総
合
芸
術
に
通
じ
、
さ
ら
に
は
ボ
ー
ド
レ
ー
ル

や
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ポ
ル
グ
の
照
応
の
理
論
に
た
ど
り
着
く
。
上
田
敏
の
「
う

づ
ま
き
」
（
明
治
四
三
年
）
三
六
章
に
は
、
西
洋
の
伝
統
的
思
想
で
あ
る
万

物
照
応
の
理
論
を
音
楽
的
側
面
か
ら
述
べ
て
い
る
場
面
が
あ
る
が
、
ス
ク
リ

ャ
ー
ビ
ン
は
二
○
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
感
覚
を
超
え
た
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン

ス
を
音
楽
的
側
面
か
ら
徹
底
的
に
突
き
詰
め
て
い
た
芸
術
家
で
あ
っ
た
と
理

解
で
き
る
。



早
速
で
か
け
た
。
川
路
さ
ん
や
雷
藤
さ
ん
も
見
え
た
。

そ
の
時
は
、
山
田
さ
ん
が
、
そ
の
舞
墓
面
ま
で
示
し
て
、
自
分
た
ち

の
空
想
に
漸
次
正
確
な
形
を
輿
へ
て
下
す
っ
た
。
そ
の
舞
蔓
は
、
正
面

観
客
に
封
し
た
と
こ
ろ
を
除
き
、
三
方
は
黒
い
布
を
一
様
に
た
れ
る
。

そ
し
て
、
燈
火
は
そ
の
黒
布
の
か
げ
に
あ
っ
て
、
そ
の
た
め
に
舞
蔓
が

一
様
に
デ
ン
メ
ル
グ
な
心
持
に
な
る
、
そ
こ
が
、
即
ち
「
生
」
を
示
し

て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
、
こ
の
空
虚
な
「
生
」
の
舞
蔓
へ
、
最
初
の
鮮
や
か

な
テ
マ
で
、
「
男
性
」
が
向
っ
て
右
手
か
ら
現
は
れ
、
績
い
て
第
二
の

テ
マ
で
、
「
女
性
」
が
左
手
か
ら
で
る
こ
と
に
な
る
。

三
木
露
風
の
「
す
、
り
泣
く
と
き
」
は
、
明
治
四
一
年
〔
一
九
○
八
年
〕

五
月
の
「
趣
味
」
に
発
表
さ
れ
、
翌
年
に
出
版
さ
れ
た
露
風
の
第
二
詩
集

『
慶
圃
』
（
光
華
書
房
明
治
四
二
年
九
月
）
の
「
澗
れ
た
る
噴
水
」
の
章
に

収
め
ら
れ
た
。

山
田
耕
作
は
『
慶
園
」
を
携
え
、
明
治
四
三
年
二
月
に
ド
イ
ツ
へ
出
発
し

た
。
そ
し
て
留
学
中
に
こ
の
詩
集
中
の
九
篇
に
曲
を
つ
け
て
い
る
。
帰
国
後

に
露
風
の
詩
集
『
幻
の
田
園
』
に
収
録
さ
れ
た
「
唄
」
に
も
曲
を
つ
け
、
先

の
九
篇
と
合
わ
せ
て
全
一
○
曲
か
ら
成
る
歌
曲
集
『
露
風
之
巻
』
（
大
阪
開

成
館
大
正
八
年
九
月
）
を
刊
行
し
て
い
る
。

歌
曲
「
す
、
り
泣
く
と
き
」
は
山
田
が
ド
イ
ツ
を
出
立
し
帰
国
の
途
に
つ

く
半
年
ほ
ど
前
の
一
九
一
三
年
六
月
に
作
曲
さ
れ
、
「
未
来
」
創
刊
号
に
曲

譜
が
掲
載
さ
れ
た
。
そ
れ
ほ
ど
完
成
度
の
高
い
作
品
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

後
」
に
触
発
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

柳
羅
は
先
の
引
用
に
続
く
部
分
で
、
山
田
が
語
っ
た
男
女
の
ス
ト
ー
リ
ー

と
と
も
に
数
曲
の
ポ
エ
ム
の
感
想
を
綴
っ
て
い
る
。
具
体
的
な
男
女
の
物

語
、
相
当
な
こ
だ
わ
り
が
あ
る
舞
台
と
郷
踊
、
そ
れ
ら
に
奉
仕
す
る
わ
け
で

も
、
ま
た
そ
れ
ら
を
従
属
さ
せ
る
わ
け
で
も
な
い
音
楽
。
山
田
が
こ
の
ポ
エ

ム
で
目
指
し
て
い
る
の
は
、
男
女
の
物
語
、
舞
踊
、
音
楽
の
そ
れ
ぞ
れ
が
主

従
の
関
係
な
く
対
等
に
存
在
し
、
融
合
す
る
、
一
つ
の
「
舞
踊
詩
」
で
あ
っ

た
。

五
歌
曲
「
す
シ
リ
泣
く
と
き
三

一
一
一

山
田
は
大
正
五
年
〔
一
九
一
六
年
〕
に
な
っ
て
か
ら
こ
の
七
曲
の
ポ
エ
ム

に
「
彼
と
彼
女
」
と
い
う
表
題
を
つ
け
て
い
る
が
、
未
来
社
の
同
人
と
し
て

活
動
を
始
め
た
時
期
に
、
す
で
に
男
女
に
よ
る
郷
踊
を
思
い
描
い
て
い
た
。

自
ら
舞
台
ま
で
示
し
て
櫛
想
を
語
る
ほ
ど
に
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
彼
の

中
に
は
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
舞
踊
に
つ
い
て
は
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
も

「
け
だ
る
い
舞
踊
」
（
作
品
五
一
の
四
、
一
九
○
六
年
）
な
ど
を
書
い
て
い
る

し
、
山
田
は
ド
イ
ツ
留
学
中
の
一
九
一
二
年
に
ロ
シ
ア
・
バ
レ
ー
団
の
公

演
、
翌
一
九
一
三
年
に
は
イ
ザ
ド
ラ
・
ダ
ン
カ
ン
の
舞
踊
公
演
も
鑑
賞
し
て

一
画
ご

い
る
。
ま
た
、
推
測
で
し
か
な
い
が
、
一
九
一
一
一
年
の
ニ
ジ
ン
ス
キ
ー
に
よ

る
、
フ
ォ
ー
ヌ
と
ニ
ン
フ
の
舞
踊
「
牧
神
の
午
後
へ
の
前
奏
曲
」
を
意
識
し

て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
山
田
は
大
正
六
年
七
月
に
五
曲
の
ポ
エ
ム
か
ら

な
る
「
若
い
パ
ン
と
ニ
ン
フ
」
を
完
成
し
て
い
る
。
こ
れ
も
は
じ
め
か
ら
舞

踊
を
意
識
し
て
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
マ
ラ
ル
メ
の
「
牧
神
の
午



い
が
、
歌
曲
一
す
、
り
泣
く
と
き
」
は
『
露
風
之
巻
」
全
曲
の
な
か
で
も
き

わ
め
て
異
質
な
曲
で
あ
り
、
「
未
来
」
に
掲
載
さ
れ
る
音
楽
と
し
て
こ
の
歌

曲
が
選
ば
れ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
点
で
あ
る
。

た我す暗心つ
だ影すきめね
猫はり夜ざに
り泣にめわ
なくてれ
りと

き

未
来
社
と
山
田
耕
作

た
位
置
で
自
分
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
眺
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
後
者
で

あ
る
と
す
る
と
、
自
分
の
影
を
見
る
よ
う
な
構
図
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
影

が
ど
う
も
自
分
の
存
在
と
は
別
の
と
こ
ろ
で
存
在
し
て
い
る
よ
う
な
不
思
議

な
感
覚
を
覚
え
る
。

一
釦
一

こ
う
し
た
陰
評
露
な
詩
の
世
界
を
意
識
し
て
か
、
山
田
耕
作
は
『
露
風
之

巻
一
の
他
の
歌
曲
（
後
年
の
童
謡
も
含
め
）
に
は
用
い
な
か
っ
た
手
法
で
創

作
を
試
み
た
。
そ
れ
は
、
意
図
的
に
伝
統
的
な
和
声
を
崩
し
て
新
し
い
音
の

響
き
を
求
め
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
曲
が
作
曲
さ
れ
た
の
は
、
山
田
が
ス
ク

リ
ャ
ー
ピ
ン
の
音
楽
と
出
会
う
半
年
ほ
ど
前
の
こ
と
な
の
で
、
彼
か
ら
の
影

響
で
は
な
く
ワ
グ
ナ
ー
以
降
の
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
や
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ

ウ
ス
の
非
和
声
的
な
音
楽
を
参
考
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

調
性
記
号
は
ホ
長
調
だ
が
、
完
全
に
調
が
確
立
さ
れ
て
い
る
の
は
冒
頭
と

末
尾
だ
け
で
そ
の
他
は
音
の
機
能
的
な
関
連
は
極
め
て
希
薄
で
あ
る
。
旋
律

は
執
勤
に
半
音
の
進
行
が
繰
り
返
さ
れ
全
体
を
通
し
て
不
安
定
性
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
「
か
ら
た
ち
の
花
」
や
「
こ
の
道
」
の
よ
う
な
旋
律
ら
し
い
旋

律
は
現
れ
て
こ
な
い
。
音
そ
の
も
の
の
響
き
を
頼
り
に
一
つ
の
曲
を
作
ろ
う

と
す
る
意
図
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
伴
奏
が
旋
律
を
支
え
る
だ
け
の
役
割
で

は
な
く
旋
律
と
は
別
の
、
〈
影
の
〉
流
れ
を
持
つ
段
階
に
近
づ
い
て
い
る
。

山
田
自
身
の
こ
の
歌
曲
に
関
す
る
叙
述
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
が
、
大
正
五
年
一
月
に
音
楽
奨
励
会
主
催
の
「
ヤ
マ
ダ
ァ
ー
ベ
ン

卜
」
が
華
族
会
館
で
催
さ
れ
た
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
ノ
ー
ト
に
弓
す
、
り
泣

く
と
き
』
（
中
略
）
の
や
う
な
詩
形
に
は
、
何
し
て
も
新
し
い
形
式
を
典
へ

て
表
は
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
恩
ひ
ま
し
た
の
で
、
（
中
略
）
こ
の
や
う

二
一

一

詩
は
五
音
と
七
音
が
交
差
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
い
く
ぶ
ん
か
峻
昧
さ

の
あ
る
詩
句
で
陰
篭
な
世
界
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
「
わ
れ
」
の
心
そ
の
も

の
が
覚
醒
し
て
い
て
、
そ
の
心
の
状
態
が
「
す
す
り
泣
く
」
と
比
愉
的
に
表

現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
つ
ね
に
」
心
が
め
ざ
め
て
い
る
と
い

う
部
分
は
、
不
眠
を
暗
示
し
て
お
り
、
俗
世
か
ら
の
孤
立
を
表
現
し
て
い
る

よ
う
に
理
解
で
き
る
。

視
点
の
問
題
に
目
を
向
け
る
と
、
末
尾
の
「
我
影
は
／
た
だ
淵
り
な
り
」

と
い
う
箇
所
は
、
あ
る
程
度
客
観
的
な
（
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
し
た
）
視
点
か

ら
、
泣
い
て
い
る
「
わ
れ
」
の
シ
ル
エ
ッ
ト
自
体
を
表
現
し
て
い
る
の
か
、

そ
れ
と
も
「
わ
れ
」
の
視
点
か
ら
自
分
の
影
を
見
て
い
る
の
か
判
断
が
雌
し

い
。
前
者
で
あ
る
と
理
解
す
る
と
、
泣
い
て
い
る
の
は
「
わ
れ
」
（
あ
る
い

は
心
）
で
あ
る
が
、
表
現
の
主
体
の
意
識
が
最
終
的
に
「
わ
れ
」
か
ら
離
れ



な
方
法
を
取
り
ま
し
た
」
と
書
か
れ
て
い
る
．
「
こ
の
や
う
な
方
法
」
と
い

う
の
が
何
な
の
か
は
、
具
体
的
に
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

少
な
く
と
も
山
田
は
「
す
、
り
泣
く
と
き
」
の
音
楽
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

「
新
し
い
形
式
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
当
時
の
聴
衆
も
従
来
の
歌
曲
と

の
違
い
に
気
づ
く
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
詩
に
曲
を
つ
け
る
際
、
短
調
の
和
音
を
効
果
的
に
用
い
て
悲
し
げ
な

（
あ
る
い
は
寂
し
げ
な
）
世
界
を
表
現
す
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。
そ
う
し
た
方
法
こ
そ
山
田
が
ド
イ
ツ
で
主
に
学
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た

が
、
山
田
は
そ
の
よ
う
な
方
法
を
取
ら
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
彼

が
「
作
曲
に
お
け
る
詩
文
と
散
文
」
（
「
詩
と
音
楽
」
大
正
一
一
年
二
月
）

と
い
う
評
論
で
展
開
し
た
、
次
の
よ
う
な
創
作
態
度
を
と
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

表
現
の
術
の
な
い
煮
つ
め
ら
れ
た
感
情
と
、
思
想
と
の
象
徴
的
表
現

で
あ
る
音
楽
は
、
本
来
詩
的
で
あ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

和
声
的
な
音
楽
で
あ
る
。
例
と
し
て
今
日
で
は
ロ
マ
ン
派
に
分
類
さ
れ
る
作

曲
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
「
詩
文
的
」
音
楽
と
は
、
付
随
的
部
分
が
そ
れ
自
身
に
於

い
て
独
立
し
た
個
性
の
あ
る
も
の
。
暗
示
的
、
象
徴
的
、
表
現
的
な
音
楽
の

こ
と
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
例
と
し
て
、
バ
ッ
ハ
、
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
、
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
ら
の
名
前
が
見

ら
れ
る
。
そ
し
て
山
田
は
こ
の
「
詩
文
的
」
音
楽
に
価
値
を
見
出
し
て
い

〔
副
』

る
。

こ
こ
で
、
一
九
枇
紀
後
半
の
音
楽
家
と
並
ん
で
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
音
楽
家

で
あ
る
バ
ッ
ハ
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
少
し
説
明
が

必
要
だ
ろ
う
。
バ
ッ
ハ
の
音
楽
の
特
徴
と
し
て
、
フ
ー
ガ
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
各
声
部
分
が
そ
れ
ぞ
れ
の
旋
律
を
持
ち
、
結
果
と
し
て
全
体
を
構
成
し

て
い
る
と
い
う
多
声
音
楽
を
数
多
く
書
い
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ

し
て
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
バ
ッ
ハ
は
「
和
声
学
の
方
式
を
軽

蔑
し
て
」
お
り
「
音
響
の
自
由
な
た
わ
む
れ
」
、
「
平
行
し
、
交
錯
す
る
音
の

（
型
》

曲
線
」
を
重
要
視
し
た
作
曲
家
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
山
田
が
「
詩
文

的
」
音
楽
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
る
、
付
随
部
分
が
独
立
し
て
個
性
あ
る
も

の
と
い
う
特
徴
に
重
な
る
。

山
田
は
川
路
柳
虹
の
詩
「
風
が
ひ
と
り
」
（
『
か
な
た
の
空
』
所
収
）
に
も

曲
を
つ
け
（
大
正
三
年
四
月
）
、
同
詩
集
に
楽
譜
が
掲
救
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
曲
は
「
す
、
り
泣
く
と
き
」
ほ
ど
に
は
調
性
か
ら
の
離
脱
は
見
ら
れ
な
い

が
、
声
楽
パ
ー
ト
と
ピ
ァ
ノ
パ
ー
ト
を
あ
わ
せ
る
と
四
つ
の
声
部
で
曲
が
構

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
別
々
の
旋
律
を
持
ち
、
か
つ
全
体
を
形
作
る
よ
う
な

二

両

こ
の
「
作
曲
に
お
け
る
詩
文
と
散
文
」
と
い
う
評
論
は
、
山
田
耕
作
に
つ

い
て
知
る
上
で
特
に
重
要
な
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
山
川
は
こ
の
評
論

の
中
で
西
洋
の
音
楽
を
「
散
文
的
」
音
楽
と
「
詩
文
的
」
音
楽
に
分
類
し
て

い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
彼
が
音
楽
を
説
明
す
る
に
あ
た
っ
て
「
散
文
」
や

「
詩
」
と
い
う
文
学
用
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
山
川
の
言
う
「
散

文
的
」
音
楽
と
は
、
旋
律
以
外
の
音
は
そ
れ
自
身
と
し
て
何
ら
の
意
味
も
個

性
も
な
い
音
楽
。
即
ち
説
明
的
、
反
射
的
、
写
実
的
、
平
面
的
、
絵
凹
的
、



時
々
品
Ｊ

第
一
、
そ
れ
は
見
当
違
い
な
批
判
で
す
。
考
え
て
も
ご
覧
じ
ろ
、
登

場
人
物
の
感
情
と
い
う
も
の
が
、
絶
え
ず
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
表
現
さ
れ
る

《
醜
》

な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ぬ
は
ず
で
－
）
よ
う
。

対
位
法
的
作
曲
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

方
法
は
様
々
で
あ
っ
て
も
他
芸
術
と
の
交
流
や
音
の
機
能
的
関
連
か
ら
の

開
放
（
あ
る
い
は
そ
の
両
方
）
が
「
詩
文
的
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
作

曲
家
た
ち
の
共
通
点
で
あ
り
、
大
正
初
期
の
山
田
の
特
徴
も
、
他
芸
術
へ
の

関
心
（
こ
ち
ら
は
昭
和
期
ま
で
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
）
と
伝
統
的
和
声
か

ら
の
離
脱
、
ひ
い
て
は
付
随
部
分
が
そ
の
も
の
と
し
て
価
値
を
帯
び
る
よ
う

《
麓

な
音
楽
を
求
め
て
い
た
点
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

「
す
、
り
泣
く
と
き
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
山
出
が
伝
統
的
な
和
声
音
楽

に
よ
っ
て
創
作
を
行
な
わ
な
か
っ
た
の
は
、
心
の
覚
醒
と
い
う
明
確
に
と
ら

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
は
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
の
戯
曲
一
ペ
レ
ア
ス
と
メ
リ
ザ
ン

ド
」
に
作
曲
し
て
い
る
が
、
そ
の
歌
に
旋
律
ら
し
い
も
の
が
あ
ら
わ
れ
な
い

こ
と
を
批
判
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
、
一
見
自
明
の
こ
と
の
よ
う
だ

、
こ
れ
ま
で
に
取
り
上
げ
た
山
田
の
創
作
を
評
価
す
る
手
が
か
り
と
な

るが
、，

お
わ
り
に

未
来
社
と
山
田
耕
作

え
き
れ
な
い
も
の
が
詩
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
実
体

と
し
て
把
握
で
き
な
い
心
の
〈
ふ
る
え
〉
を
表
現
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の

機
能
的
関
連
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
音
の
響
き
で
は
な
く
、
現
実
の
法
則

か
ら
遊
離
し
て
い
く
よ
う
な
音
の
響
き
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
す
、
り

泣
く
と
き
」
で
試
み
ら
れ
た
音
楽
で
あ
っ
た
。

ま
た
男
女
の
「
生
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
「
ポ
エ
ム
」
に
お
い
て
は
、

ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
に
影
響
さ
れ
た
音
の
配
置
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、
音
楽

に
舞
踊
と
い
う
運
動
を
重
ね
た
。
山
田
は
、
人
間
に
内
在
す
る
リ
ズ
ム
と
い

う
生
命
の
構
成
要
素
を
意
識
的
に
取
り
出
し
、
そ
の
リ
ズ
ム
を
源
泉
と
す

る
、
音
楽
と
舞
踊
を
同
時
に
創
り
上
げ
よ
う
と
し
た
。

日
常
生
活
の
中
で
は
意
識
せ
ず
、
ま
た
容
易
に
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
間
の
内
面
世
界
に
自
覚
的
に
目
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
「
す
、
り
泣

く
と
き
」
や
「
ポ
エ
ム
」
の
よ
う
な
表
現
が
生
み
出
さ
れ
た
と
理
解
で
き

る
。
「
未
来
」
創
刊
号
の
「
題
言
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
平
俗
の
生
活
中

日
々
に
失
い
っ
、
あ
る
貴
重
の
物
」
は
、
山
田
が
こ
れ
ら
の
作
品
で
照
ら
し

出
し
た
、
容
易
に
推
し
は
か
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
間
の
内
面
世
界
と
オ
ー

バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

山
田
耕
作
は
未
来
社
同
人
と
し
て
の
創
作
に
よ
っ
て
、
人
間
の
内
面
世
界

に
光
を
あ
て
直
裁
的
に
表
現
す
る
一
つ
の
方
法
を
、
音
楽
的
側
面
か
ら
示
し

た
と
言
え
る
。

一
圧（

１
）
山
田
耕
作
は
昭
和
五
年
〔
一
九
三
○
年
〕
に
「
山
田
耕
作
」
へ

二
Ｗ



（
４
）
柳
津
健
「
勺
里
①
‐
言
⑦
一
⑦
」
（
「
未
莱
」
創
刊
号
大
正
三
年
二
月
）

（
５
）
山
宮
允
「
未
来
社
」
含
日
本
文
学
講
座
新
詩
文
学
篇
』
改
渋

社
昭
和
九
年
一
○
月
）

（
６
）
三
木
露
風
「
日
本
詩
の
通
っ
て
き
た
道
」
（
『
現
代
詩
講
座
第
四

巻
』
金
星
堂
昭
和
四
年
一
○
月
）

（
７
）
斎
藤
佳
三
は
明
治
二
○
年
の
生
ま
れ
で
明
治
三
八
年
に
東
京
音

楽
学
校
師
範
科
に
入
学
す
る
が
、
明
治
四
二
年
に
音
楽
学
校
を
中
退

し
東
京
美
術
学
校
に
入
学
す
る
。
卒
業
後
渡
欧
し
、
ベ
ル
リ
ン
で
構

成
美
術
を
学
ぶ
。
斎
藤
は
音
楽
学
校
在
学
時
に
露
風
と
の
交
友
が
あ

っ
た
よ
う
で
、
斎
藤
の
仲
介
に
よ
っ
て
露
風
と
山
田
の
問
に
交
流
が

開
け
た
よ
う
で
あ
る
。
露
風
は
「
山
田
耕
作
氏
歌
曲
集
上
梓
に
就

て
」
（
「
未
来
」
大
正
六
年
年
五
月
）
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

十
年
ほ
ど
前
、
私
は
富
豪
岩
崎
男
の
保
護
で
渡
欧
す
る
音
楽

畢
校
の
若
い
天
才
の
こ
と
に
就
い
て
聞
い
た
。
そ
れ
が
山
田
耕

作
氏
で
あ
っ
た
。
山
田
氏
が
伯
林
に
行
っ
て
か
ら
斎
藤
佳
三
君

の
中
介
で
私
と
の
間
に
文
通
が
開
け
た
。

（
８
）
三
木
露
風
『
我
が
歩
め
る
道
』
（
厚
生
閣
書
店
昭
和
三
年
八

月
）

（
９
）
前
掲
山
宮
允
「
未
莱
社
」

（
皿
）
萩
原
朔
太
郎
の
「
三
木
露
風
一
派
の
詩
を
放
追
せ
よ
」
は
、
論

争
の
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
が
、
そ
の
中
で
朔
太
郎
は
「
あ
り

き
た
り
の
型
に
は
ま
っ
た
所
謂
『
詩
人
ら
し
い
神
秘
思
想
』
と
い
ふ

一
一
｛
ハ

改
名
し
て
い
る
。
現
在
広
く
知
ら
れ
て
い
る
「
山
田
耕
搾
」
か
ら

は
、
大
正
後
期
以
降
の
童
謡
の
作
曲
家
と
い
う
印
象
を
受
け
る
傾
向

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
ま
た
、
小
稿
に
お
い
て
童
謡
以
前

の
現
代
作
曲
家
と
し
て
の
山
田
の
側
面
に
焦
点
を
絞
り
た
い
こ
と
か

ら
、
あ
え
て
改
名
前
の
「
山
田
耕
作
」
で
表
記
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
２
）
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
大
正
八
年
六
月
三
○
日
～
八
月
八
日
に
連

載
。
引
用
は
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
二
巻
』
（
筑
摩
書
房
一
九
七

一
年
四
月
）
に
よ
っ
た
。

（
３
）
未
来
社
に
よ
っ
て
山
田
耕
作
の
演
奏
会
は
二
度
開
催
さ
れ
て
い

る
が
、
芥
川
は
こ
の
作
品
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
を
一
つ
の
演
奏
会
に

ま
と
め
て
描
い
て
い
る
。
第
一
回
の
「
山
田
ア
ー
ベ
ン
ト
」
は
大
正

三
年
二
月
二
一
日
に
築
地
精
養
軒
で
行
わ
れ
、
露
風
の
詩
に
よ
る
歌

曲
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
「
七
人
の
王
女
」
に
山
田
が
作
曲
し
た
歌
劇

が
外
山
園
彦
、
三
浦
環
、
船
橋
栄
吉
ら
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
。
伴
奏

は
山
田
自
身
。

第
二
回
は
同
年
七
月
一
二
日
、
丸
の
内
帝
国
劇
場
裏
の
保
険
協
会

に
お
い
て
「
リ
ー
ド
・
ア
ー
ベ
ン
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
山
田
に
よ
っ

て
シ
ュ
ー
マ
ン
、
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
リ
ヒ
ャ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
、
ワ
グ
ナ
ー
な
ど
が
歌
わ
れ
た
。
「
路
上
」
の
引
用
部
分
に
シ
ュ

ー
マ
ン
が
歌
わ
れ
た
と
あ
る
の
で
、
こ
の
紳
士
は
山
田
耕
作
を
指
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
引
用
部
分
以
外
で
は
、
こ
の
紳
士
が
清

水
と
い
う
名
の
「
城
」
同
人
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
山
田

耕
作
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



未
来
社
と
山
田
耕
作

（
辺
）
前
掲
山
宮
允
一
未
来
社
」

（
旧
）
山
田
耕
作
「
音
楽
の
法
悦
境
」
（
「
詩
と
音
楽
」
大
正
一
一
年
一

二
月
）

（
皿
）
山
田
耕
作
「
綜
合
謹
術
よ
り
融
合
謹
術
へ
」
（
「
詩
と
音
楽
」
大

正
一
二
年
一
月
）

（
巧
）
前
掲
山
田
耕
作
「
音
楽
の
法
悦
境
」

（
肥
）
秋
庭
佳
代
子
「
Ａ
・
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
に
お
け
る
新
和
声
法
の

確
立
」
（
「
人
文
論
究
」
関
西
学
院
大
学
人
文
学
会
二
○
○
五
年
二

月
）

（
Ⅳ
）
後
藤
暢
子
編
『
山
田
耕
搾
作
品
全
集
第
４
巻
一
（
春
秋
社
一
九

九
一
年
）
所
収
の
「
校
訂
報
告
」
に
よ
る

（
喝
）
山
田
耕
作
「
郷
踊
詩
と
舞
踊
劇
」
（
「
新
演
蕊
」
大
正
五
年
七

月
）

（
旧
）
後
藤
暢
子
・
団
伊
琢
玖
磨
・
遠
山
一
行
編
「
山
田
耕
搾
著
作
全

集
３
』
（
岩
波
書
店
二
○
○
一
年
一
○
月
）
所
収
の
「
山
田
耕
搾

略
年
譜
」
に
よ
る

（
卯
）
後
藤
暢
子
編
『
山
田
耕
作
作
品
全
集
第
５
巻
』
（
春
秋
社
一
九

八
九
年
）
の
「
校
訂
報
告
・
解
題
」
に
よ
れ
ば
、
山
田
耕
作
は
歌
曲

を
作
曲
す
る
場
合
、
対
象
と
な
る
詩
を
熟
読
し
、
詩
語
の
ア
ク
セ
ン

ト
分
析
や
歌
唱
旋
律
ス
ケ
ッ
チ
を
詩
集
や
詩
原
稿
の
余
白
に
書
き
込

む
習
慣
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

ま
た
、
山
田
耕
作
自
身
は
携
帯
し
た
『
腰
園
・
一
に
つ
い
て
、
「
未

来
」
（
大
正
六
年
五
月
）
に
発
表
し
た
二
露
風
の
巻
』
序
」
の
中

一

十-１

べ
き
類
」
の
も
の
が
、
三
木
露
風
一
派
の
思
想
の
正
体
で
あ
る
と

し
、
「
極
め
て
暖
昧
不
得
要
領
に
中
途
半
端
な
物
の
言
ひ
方
を
す

る
」
こ
と
が
、
露
風
の
「
詐
欺
め
い
た
」
手
段
で
あ
る
と
批
判
し
て

い
ブ
つ
Ｏ一

方
で
朔
太
郎
は
、
白
秋
の
『
恩
ひ
出
』
（
東
雲
堂
書
店
明
治

四
四
年
六
月
）
を
「
蒲
原
有
明
以
来
日
本
象
徴
詩
派
の
宿
題
で
あ
っ

た
情
調
本
位
の
叙
情
詩
を
完
成
し
た
詩
集
」
と
評
価
し
、
朔
太
郎
自

身
、
室
生
犀
星
、
高
村
光
太
郎
ら
を
「
三
木
派
」
（
未
束
社
同
人
の

名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
）
と
正
反
対
の
立
場
に
立
つ
詩
人
と
位
置
付

け
て
い
る
。

朔
太
郎
の
こ
の
文
章
が
あ
ま
り
に
挑
戦
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
露
風
が
信
仰
生
活
に
入
り
詩
鯉
の
中
心

か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
論
争
に
敗
れ
た
印
象
が
残
る

露
風
側
の
人
々
だ
が
、
音
楽
を
中
心
と
し
た
他
芸
術
と
の
交
流
を
実

践
し
て
い
た
未
来
社
の
活
動
を
見
て
い
く
こ
と
で
彼
ら
の
重
要
性
を

確
認
し
た
い
。

（
ｕ
）
柳
葎
健
は
「
未
莱
」
創
刊
号
に
ア
ー
サ
ｉ
・
シ
モ
ン
ズ
の
「
ピ

ア
ニ
ス
ト
・
パ
ッ
ハ
マ
ン
論
」
を
訳
出
し
、
第
二
輯
に
は
自
ら
の
音

楽
論
「
新
音
楽
論
」
を
発
表
し
て
い
る
。

露
風
に
つ
い
て
は
、
本
文
で
引
用
し
た
「
詩
歌
の
鑑
賞
」
の
他
、

明
治
四
二
年
一
一
月
二
八
日
付
け
「
二
六
新
報
」
に
「
詩
論
」
と
窪

さ
れ
た
論
考
を
発
表
し
、
詩
作
に
お
け
る
音
楽
へ
の
関
心
を
記
し
て

い
る
。



引
用
は
、
杉
本
秀
太
郎
訳
『
音
楽
の
た
め
に
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
評

論
集
」
（
白
水
社
一
九
九
三
年
一
二
月
）
に
よ
っ
た
。

（
羽
）
調
性
か
ら
離
脱
し
た
不
協
和
音
の
意
味
に
つ
い
て
佐
野
光
司

は
、
一
つ
の
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
佐
野
は
「
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン

の
音
楽
語
法
」
（
「
音
楽
芸
術
」
一
九
七
二
年
一
二
月
）
の
中
で
、
ス

ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
非
和
声
音
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

（
躯
）
ク
ロ
ー
ド
・
傭

九
○
二
年
一
○
月
）

、

咳プ
ロ

ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
音
楽
の
方
向
」
（
「
ム
ジ
カ
‐

フ
（
》
Ｃ

非
和
声
音
は
た
だ
ち
に
解
決
さ
れ
る
か
、
か
な
ら
ず
し
も
半

音
階
的
に
で
は
な
く
遅
れ
て
解
決
さ
れ
る
か
、
あ
る
い
は
全
く

解
決
さ
れ
な
い
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
最
後
の
場
合
は
、

後
の
ス
ク
リ
ャ
ー
ビ
ン
の
和
声
法
に
と
っ
て
、
き
わ
め
て
重
要

な
意
味
を
持
っ
て
来
る
も
の
な
の
だ
。
つ
ま
り
解
決
さ
れ
な
い

非
和
声
音
を
持
っ
た
和
音
は
、
機
能
的
脈
絡
か
ら
歩
み
出
て
、

和
声
そ
れ
自
体
と
し
て
独
立
す
る
傾
向
を
帯
び
て
く
る
の
で
あ

ブ
（
》
。

（
型
）
ク
ロ
ー
ド
・
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
「
な
ぜ
『
ペ
レ
ア
ス
』
を
作
曲
し

た
か
」
（
「
コ
メ
デ
ィ
ア
」
一
九
二
○
年
一
○
月
）

引
用
は
、
前
掲
の
杉
本
秀
太
郎
訳
『
音
楽
の
た
め
に
ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
評
論
集
』
に
よ
っ
た
。

（
お
ぎ
の
．
じ
ゅ
ん
や
）

二

八

で
、
「
私
は
、
読
み
返
し
、
讃
み
返
へ
し
た
そ
し
て
其
中
の
あ
る
も

の
は
、
限
り
も
な
い
雪
の
野
の
旅
に
疲
れ
て
、
不
圃
洩
ら
す
私
の
吐

息
の
中
に
迄
出
る
様
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
引
用
文
の
送

り
仮
名
、
句
読
点
等
の
表
記
は
原
文
の
ま
ま
。
）

（
副
）
大
正
後
期
以
降
の
童
謡
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
田
は
般
終

的
に
「
詩
文
的
」
作
風
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
行
き
、
む
し
ろ
「
散
文

的
」
作
曲
家
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
か
ら
た
ち
の

花
」
や
「
こ
の
道
」
は
明
ら
か
に
、
山
川
自
身
が
否
定
し
て
い
た
作

曲
法
に
従
っ
て
創
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
一
九
世
紀

の
後
半
か
ら
現
れ
た
「
暗
示
的
、
象
徴
的
、
表
現
的
な
音
楽
」
と
い

う
も
の
は
、
伝
統
的
な
機
能
和
声
を
完
壁
に
理
解
し
た
上
で
、
表
現

方
法
に
つ
い
て
き
わ
め
て
自
覚
的
だ
っ
た
一
部
の
音
楽
家
た
ち
に
の

み
可
能
な
も
の
で
あ
っ
て
、
山
田
に
と
っ
て
は
こ
の
方
法
で
芸
術
と

し
て
の
緊
張
感
を
保
つ
音
楽
を
作
り
出
す
力
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ




